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丸森霊山線 復旧開通 

令和元年東日本台風に伴う河川氾濫や土石流により、道路の流出や斜面

の崩落など甚大な災害が発生した、主要地方道丸森霊山線及び一般県道丸

森梁川線、並びに、丸森町から受託し宮城県が復旧工事を進めていました

丸森町道古田峠線の災害復旧工事が、令和４年９月末に概ね完成しまし

た。 

これにより、通行の安全性が確保されたことから、主要地方道丸森霊山

線の全面通行止めを解除し、令和４年９月 30日 13 時に約３年ぶりに通行

を再開しました。 

The･KING ～ 今号の注目記事 ～
仙南地域のシンボルである蔵王は、地域にとって、言わば『王様』です。大河原地方振興事務所では、 

蔵王を仙南地域共有の大切な財産とし、地域の皆さまとともに、地域振興を進めていきます。 

 

 

 

 

仙南地域における、宮城県各公所の取り組みを紹介します。 

ひとえに、地域の皆さまや関係機関

の方々の多大なるご理解とご協力の

賜物です。 

ありがとうございました。 

【大河原土木事務所】 

 

被災時                   完成時 
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込
む
こ
と
で
参
加
及
び
ポ
イ
ン
ト
が
獲
得
で
き
ま
す
。 

・
ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
数
に
応
じ
て
抽
選
に
応
募
で
き
る
賞
品
の
ラ
ン
ク
が
上

が
り
ま
す
。 

・「
仙
南
ね
こ
ま
さ
ぐ
ん
」
と
「
置
賜
か
ね
た
ん
ぐ
ん
」
が
開
催
期
間
内
に
稼

い
だ
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
合
い
、
合
計
ポ
イ
ン
ト
が
高
い
陣
営
の
賞
品
当
選

確
率
が
上
が
り
ま
す
。 

■
主
催 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所 

 
 
 
 
 
 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

仙
南×

置
賜
周
遊
企
画
「
お
で
か
け
む
そ
ー
ら
り
～
」 

観
光
・
文
化 

 

宮
城
県
制
１
５
０
周
年
に

合
わ
せ
、
宮
城
県
仙
南
地
域

及
び
山
形
県
置
賜
地
域
の
魅

力
や
伊
達
家
の
歴
史
と
文
化

を
切
り
口
と
し
た
周
遊
イ
ベ

ン
ト
「
お
で
か
け
む
そ
ー
ら

り
～
」
を
開
催
中
で
す
。
仙

南
地
域
と
置
賜
地
域
が
初
め

て
連
携
し
て
行
う
周
遊
企
画

で
、
相
互
交
流
の
更
な
る
活

性
化
を
図
り
、
実
施
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ

さ
い
。 

■
開
催
期
間 

11
月
30
日
（
水
）
ま
で 

■
開
催
場
所 

宮
城
県
仙
南
地
域
及
び
山

形
県
置
賜
地
域
の
観
光
施
設

等 

計
19
カ
所 

■
内
容 

・「
仙
南
ね
こ
ま
さ
ぐ
ん
」
と

「
置
賜
か
ね
た
ん
ぐ
ん
」
の

ど
ち
ら
か
の
陣
営
を
選
択

し
、
ス
ポ
ッ
ト
に
設
置
さ
れ

て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み 

仙
南
の
麺
を
堪
能
！
白
石
温
麺  

『
お
く
ず
か
け
』×

そ
ば
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

仙
南
で
愛
さ
れ
て
い

る
「
麺
」
の
白
石
温
麺

と
そ
ば
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
期
間
中
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

し
て
い
る
飲
食
店
で
対

象
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る

と
、
各
店
舗
先
着
50
名

様
に
「
仙
台
弁
こ
け
し
」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
開
催
中
で
す
。 

今
回
、
国
道
１
１
３

号
沿
線
を
中
心
に
実
施

す
る
仙
南×

置
賜
周
遊

企
画
「
お
で
か
け
む
そ

ー
ら
り
～
」
に
合
わ
せ
、

白
石
市
と
七
ヶ
宿
町
の

お
く
ず
か
け
提
供
店
及

び
そ
ば
提
供
店
を
中
心

に
開
催
し
ま
す
。 

こ
の
企
画
に
よ
っ

て
、
多
く
の
皆
様
に
仙 

南
地
域
の
文
化
や
風
土
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

御
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

ＨＰはこちら 

おくずかけ・そば提供店 

ＨＰはこちら 

■
開
催
期
間 

11
月
30
日
（
水
）
ま
で 

 
■
開
催
場
所 

仙
南
地
域
の
飲
食
店
12
店
舗 

■
内
容 
対
象
の
飲
食
店
で
対
象
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
方
の
う
ち
、
先
着
50
名
に
、「
仙

台
弁
こ
け
し
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
１
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

 

（
在
庫
状
況
に
つ
い
て
は
、
各
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

■
主
催 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所 

 

 
 
 
 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

  

キャンペーンチラシ 

スポット一覧 ラリー紹介チラシ 
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観
光
・
文
化仙

南
の
特
産
品
が
当
た
る
「
秋
の
仙
南
満
喫
ウ
ォ
ー
ク
」

ラ
リ
ー
」 

 

 

「
武
将
カ
ー
ト 

村
田
・
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
秋
の
陣  

伊
達
武
将
隊
Ｖ
Ｓ
や
ま
が
た
愛
の
武
将
隊
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

蔵王の御釜 

■
開
催
期
間 

11
月
30
日
（
水
）
ま
で 

■
開
催
場
所 

仙
南
地
域
２
市
７
町 

■
内
容 

・「
ａ
ｒ
ｕ
ｋ
ｕ
＆
（
あ
る
く

と
）」
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。 

・
挑
戦
コ
ー
ス
を
決
め
、
コ
ー
ス
を
踏

破
す
る
と
、「
せ
ん
に
ゃ
ん
カ
ー
ド
」
が

も
ら
え
、
仙
南
産
の
農
畜
産
物
な
ど
を

使
っ
た
加
工
品
12
商
品
の
詰
合
せ
が
抽

選
で
当
た
り
ま
す
。 

■
主
催 

仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
推
進
協
議
会
県
南
地
域
部
会 

（
事
務
局
：
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所

地
方
振
興
部
） 

 
 
 
 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

10
月
23
日
（
日
）
に
村
田
町
に
あ

る
「
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
」
に

て
、
「
武
将
カ
ー
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、「
伊
達
武
将
隊
」
軍
と
「
や

ま
が
た
愛
の
武
将
隊
」
軍
に
分
か
れ
レ

ー
ス
対
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

歴
史
的
な
蔵
の
町
並
み
と
、
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
「
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
」
が
共
存
す
る
地
域
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
村
田
町
が

企
画
し
ま
し
た
。 

 
  

せんなんスイーツ 

イメージ 

キャラクター 

「せんにゃん」 ＨＰはこちら 

武将隊のみなさん 

仙
南
地
域
で
は
、
無
料
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ア
プ
リ
「
ａ
ｒ
ｕ
ｋ
ｕ
＆
（
あ
る
く
と
）」

と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
仙
南

の
各
市
町
に
１
コ
ー
ス
ず
つ
（
全
９
コ
ー

ス
）
あ
り
、
１
コ
ー
ス
踏
破
す
る
ご
と
に

仙
南
地
域
の
特
産
品
詰
合
せ
が
当
た
る
抽

選
に
応
募
で
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
な

が
ら
、
蔵
王
連
峰
の
雄
大
な
景
色
や
秋
の

花
々
を
眺
め
た
り
、
地
域
の
歴
史
を
体
感

し
た
り
、
時
に
は
「
仙
南
ス
イ
ー
ツ
」
を

味
わ
っ
た
り
温
泉
に
入
っ
て
体
を
休
め
た

り
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

観
光
・
文
化 

 

ウォークラリーチラシ 

武将カート 

武将カート ロゴ 

当
日
は
、
両
武
将
隊
に
加

勢
す
る
「
足
軽
」
と
し
て
、

レ
ー
ス
に
参
加
す
る
一
般

の
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
将

隊
を
応
援
す
る
方
、
ま
た
、

甲
冑
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
武

将
隊
と
の
撮
影
会
を
楽
し

む
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

 

地
方
振
興
部
】 
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ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

科
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
で
実
務

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
る

人
材
を
育
成
し
、
修
了
生
は
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
会
社
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

学
校
見
学
を
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
校
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【 

白
石
高
等
技
術
専
門
校
】 

 

     

【
白
石
高
等
技

術
専
門
校
】 

 

高
校
生
に
「
も
の
づ
く
り
」
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地

元
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、「
仙
南
地
域
も
の
づ
く
り
企
業

説
明
会
」
を
11
月
８
日
（
火
）
に
開
催
し
ま

し
た
。 

３
年
振
り
と
な
っ
た
今
回
は
、
仙
南
地
域

の
工
業
及
び
農
業
系
高
校
の
他
、
普
通
高
校

も
参
加
し
、
高
校
生
４
６
９
名
、
企
業
か
ら

は
仙
南
地
域
等
の
製
造
業
等
39
社
が
参
加
し

ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
企
業
と
接
す
る
機

会
が
減
少
し
て
い
る
高
校
生
に
と
っ
て
は
、 

令
和
５
年
度
普
通
課
程
（
学
卒
者
訓
練
） 

入
学
生
募
集
に
つ
い
て 

白
石
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
五
年
度
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
対
象

者
は
、
主
に
新
規
高
卒
者
や

若
年
求
職
者
で
す
。 

本
校
普
通
課
程
２
科
の
う

ち
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

科
は
、
情
報
通
信
分
野
に
お

け
る
有
線
・
無
線
に
対
応
し
た

技
術
操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
持
っ
た

人
材
を
育
成
し
、
修
了
生
は

情
報
通
信
関
連
会
社
な
ど
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

３
年
ぶ
り
に
開
催
！ 

も
の
づ
く
り
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

商
工
業
・ 

雇
用

企
業
か
ら
直
接
「
も
の
づ
く
り
」
の
魅
力
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
、
「
直
接
話
を
伺
う
こ
と

で
、
も
の
づ
く
り
企
業
の
魅
力
が
分
か
っ
た
。
次
は

実
際
に
工
場
を
見
て
み
た
い
。」
と
い
っ
た
声
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
、
も
の
づ
く
り
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、
企
業
と
高
校
の
連
携
を
深
め
る
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仙
南
地
域
の
も
の
づ
く
り

産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

仙南地域等の製造業者 39 社が集合 

 

 

株式会社トーキンによる説明 

 

 

情報通信ネットワーク科 

 

 

プログラムエンジニア科 
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捕れたアブラハヤ・ドジョウ 

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
で
生
き
物
調
査
を
行
い
ま
し
た 

で
は
、
農
地
や
土
地
改
良
施
設
等
を
活

用
し
た
地
域
住
民
活
動
の
活
性
化
を

図
る
指
導
員
の
育
成
や
、
そ
の
指
導
員

を
主
体
と
し
て
行
う
活
動
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
に
関
心
の
あ
る
方
は
農
業
農

村
整
備
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

 

農
業
農
村
整
備
部
】 

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し

た
「
み
や
ぎ
の
地
域
資
源
保
全
活
用
支
援
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
９
月
14
日
に
白
石
市
土
地
改

良
区
職
員
を
指
導
員
と
す
る
水
中
生
き
物
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

調
査
に
は
、
児
童
と
先
生
方
合
わ
せ
て
28
名

が
参
加
し
、
水
路
か
ら
魚
が
捕
れ
た
際
に
は
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
ド
ジ

ョ
ウ
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
生
き
物
を
採
取
で
き
、

学
校
周
辺
に
も
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

「
み
や
ぎ
の
地
域
資
源
保
全
活
用
支
援
事
業
」 

生き物調査風景 

 

ていま 

農
林
畜
産
業 

丸
森
中
央
集
団
転
作
組
合
は
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
か
ら
の
農
業
の
復
旧
・
復
興
を
目
的
に
丸

森
町
内
の
農
業
者
で
組
織
さ
れ
、
復
旧
し
た
農
地

に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
を
作
付
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い
て
は
「
省

力
化
・
軽
労
化
」「
農
地
の
効
率
的
活
用
」
等
を
目

指
し
、
関
係
機
関
や
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
位
置
情
報
を
用
い
た
自
動
走
行
シ 

ス
テ
ム
な
ど
今
後
普 

及
が
見
込
ま
れ
る 

「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
」 

を
活
用
し
た
機
械
を 

試
験
的
に
取
り
入
れ 

て
い
ま
す
。 

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
を
活
用
し
た 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

真っ直ぐに成形された畝 

そ
の
結
果
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
苗
の
定
植
作
業
時

に
は
、
自
動
操
舵
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
り
畝
が
真

っ
直
ぐ
に
成
形
さ
れ
た
こ
と
で
定
植
作
業
の
効

率
性
が
向
上
す
る
な
ど
、
想
定
を
上
回
る
効
果
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関
等
と
と
も
に

技
術
を
検
証
し
、
本
格
的
な
導
入
に
向
け
検
討
を

進
め
る
予
定
で
す
。 

 ※
ア
グ
リ
テ
ッ
ク 

従
来
の
農
業
に
、
新
し
い
Ｉ
Ｔ
技
術
で
あ
る
Ａ

Ｉ
や
ド
ロ
ー
ン
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
振
興
部
】 

自動操舵のトラクターで畝を成形後 

ブロッコリー苗を機械定植 
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ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
予
測
を
目
的
と
し
た
堅
果
類
豊
凶
調
査 

 

 

                           

                             

 

 

                           

    

                              

ブナの堅果 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
秋
期
の
大
量
出
没
は
、

山
に
あ
る
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
堅
果
類
の
豊
凶

と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？ 

宮
城
県
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
大
量
出
没

を
予
測
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
た
め
、
毎
年
、
県
内
35
か
所
の
調

査
地
で
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
の
２
種
の
標
準

木
を
対
象
に
、
枝
先
に
付
い
て
い
る
実
の
数

や
生
り
具
合
を
調
査
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
林
業
振
興
部
で
は
、
大
河
原
管

内
に
あ
る
３
箇
所
の
調
査
地
点
で
あ
る
笹
谷

峠
（
川
崎
町
）
、
滝
見
台
（
蔵
王
町
）、
え
ぼ

し
ス
キ
ー
場
（
蔵
王
町
）
の
標
準
木
の
豊
凶

調
査
を
９
月
５
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

堅
果
類
豊
凶
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

林
業
振
興
部
】 

 

農
林
畜
産
業 

本
年
６
月
、
角
田
市
の
合

資
会
社
ば
ば
農
場
生
産
の

「
昭
光
茂
」
が
宮
城
県
の
改

良
の
基
礎
と
な
る
基
幹
種
雄

牛
と
し
て
選
抜
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

そ
の
成
績
は
、
産
子
一
頭

当
た
り
の
肉
量
が
県
歴
代
１

位
、
霜
降
り
の
度
合
い
が
県

歴
代
２
位
と
極
め
て
良
好

で
、
地
元
で
は
和
牛
改
良
に

貢
献
し
、
銘
柄
牛
肉
「
仙
台

牛
」
の
生
産
拡
大
の
弾
み
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

９
月
５
日
に
は
、
生
産
者
の
馬
場
茂
氏
を

囲
ん
だ
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
角
田
市
長
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
角
田
市
和
牛
改
良

組
合
が
中
心
と
な
り
、「
昭
光
茂
」
を
核
と
し

た
和
牛
改
良
の
推
進
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
産
地
と

し
て
の
畜
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

畜
産
振
興
部
】 

基幹種雄牛「昭光茂」 

生産者の馬場茂氏 

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
種
雄
牛
「
昭
光
茂
」 

が
角
田
市
か
ら
誕
生
し
ま
し
た 

ミズナラの堅果 

調査の様子 
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第
２
回
目
の
開
催
に
な
っ
た
山
ガ
ー
ル

教
室
は
、
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
に
な
り
登
山

日
和
の
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
心
者
コ
ー
ス
は
、
刈
田
無
料
駐
車
場

か
ら
地
蔵
岳
に
向
か
う
コ
ー
ス
で
し
た
。
登

山
途
中
に
は
、
登
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明

も
あ
り
、
草
花
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
登
山

を
楽
し
む
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

経
験
者
コ
ー
ス
は
、
聖
山
平
か
ら
後
烏
帽

子
山
頂
へ
登
り
、
石
子
岳
山
頂
へ
抜
け
て
ゴ

ン
ド
ラ
で
え
ぼ
し
ス
キ
ー
場
へ
下
り
ま
し

た
。
体
力
的
に
つ
ら
い
箇
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
見
事
な
眺
望
を
見
て
「
き
れ
い
だ
ね
」

と
参
加
者
同
士
、
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
真

を
と
っ
た
り
な
ど
、
蔵
王
の
秋
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

登山ボランティアによる草木の説明 

お釜と参加者のみなさん 

第
２
回
蔵
王
に
登
ろ
う
！
山
ガ
ー
ル
教
室 

子
育
て
・ 

教
育

みやぎ仙南の郷土料理である「お

くずかけ」のレシピや仙南地域でお

くずかけを提供している店舗を紹介

します。 

 

観光・イベントに関するお知らせ 

大河原地方振興事務所公式ツイッター・インスタグラム「いいっ

ちゃね、みやぎ仙南！＃んだから～」では、宮城県南地域のいいと

こ情報を積極的に発信しています。 

 

紅葉とともに 

仙南地域で愛されている「まち

のお菓子屋さん」やカフェ 60 店

舗を御紹介しています。 

猫の神様「せんにゃん」と一緒

に、スイーツ巡りをしてみてはい

かがでしょうか。 
せんなんスイーツＰＲ 

キャラクター 

せんにゃん 

みやぎ蔵王山麓に所在する白石市小原温

泉・鎌先温泉・白石湯沢温泉、蔵王町遠刈田

温泉及び川崎町青根温泉・峩々温泉の各温泉

地が連携し、「みやぎ蔵王温泉郷」として一体

的な情報発信や誘客の取組を行っています。 

「みやぎ蔵王三十六景」とは、みやぎ蔵

王を背景としたすばらしいスポットです。

仙南地域の新しい観光資源として、地域振

興を進めていくために、仙南２市７町の各

地から選定しました。 

ツイッター インスタグラム 



SENNAN THE KING 

 

 

 

8 

 

読者の皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。 

下記までお気軽にお寄せください。 

 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 

〒989-1243 柴田郡大河原町字南 129-1 

TEL：0224－53－3182（直通） 

FAX：0224－53－3076 

E-mail：oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

ＨＰ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/ 

 

【編集後記】 

今号では、村田町で行われたイベント「武将カー

ト」をご紹介いたしました。宮城県と山形県の武将

隊が集まり、迫力あるカートレースが行われました。

これからも仙南地域では、一目千本桜のライトアッ

プなどイベントが盛りだくさんですので、ぜひ訪れ

てみてはいかがでしょうか。 

 

                                  

 

次 号 は ３ 月 中 旬 の 発 行 予 定 で す 

ＴＯＰＩＣＳ 

10 月８日９日の１泊２日で「満喫！蔵王の秋」が行われました。今回の満喫は芸術体験が満載で、１日目は白石市

で蒼塵窯（そうじんがま）を営む竹田祐博さんを迎え、箸置きを親子で話し合いながら創作しました。午後は宮城県

芸術家の派遣事業「ギターってかっこいい」の佐藤正隆さん小関佳宏さんのお二人にお越しいただき、普段聞けない

ギターの音色に親子でゆったりとくつろいでいました。夕方には、夜の牛乳パックランタン展示に向けてランタンを

作り、みんな思い思いのデザインを描きカッターで上手に切り抜いていました。夜の蔵王に自分たちの作ったランタ

ンが七色に光り、とても幻想的でした。 

２日目は「秋の紅葉を満喫しよう！」で熊野岳・石子展望台・狐が森ハートランドの３コースに分かれて登山やハ

イキングを楽しみました。家族みんなで共通の時間を過ごし、同じ行動をすることでコミュニケーションのきっかけ

を作り、笑顔で活動することができた２日間でした。 

【蔵王自然の家】 

 

蒼塵窯竹田さんによる箸置き創作体験 七色に光る牛乳パックランタン 

古関さん佐藤さんによるギター演奏 

子
育
て
・ 

教
育

狐が森ハイキング 

mailto:oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/

